
 

８．学籍（休学・退学・除籍） 
以下のとおりになりますが、詳細は、市ヶ谷共通項目を確認してください。なお、市ヶ谷共通項目には、復

籍や復学についても記載があります。 

（１）休学 

病気その他のやむを得ない事由で、一定期間授業に出席できない学生は休学することができます。休学

を希望する学生は、所定の手続きを期限内に行い、許可を得なくてはなりません。 

春学期休学・秋学期休学の場合、通年科目の履修が無効となりますのでご注意ください。教職・資格科目を

履修している場合は教職・資格担当に、事前に相談・手続きをしてください。奨学金を受けている場合は、

学生センター厚生課に必ず相談・手続きをしてください。 

休学願の届け出期限：下表のとおり。 

休学希望期間 休学願提出期限 

年間 
5 月 31 日 

春学期 

秋学期 10 月 31 日 

 

（２）退学 

病気その他の事情により退学を希望する学生は、所定の手続きを経て許可を受けなければなりません。

奨学金を受けている場合は、学生センター厚生課にも必ず報告してください。 

①退学願には必ず学生証を添付してください。 

②学費の納入状況と退学許可日との関係は次のページの表のとおりです。 

当該年度の学費納入 退学日として可能な日 退学願提出期間 当該年度の成績について

関係なく 前年度の 3 月 31 日付 5 月 31 日まで すべて認定されません 

春学期(1 期)分納入済 

4 月 1 日～9 月 14 日付 9 月 15 日まで すべて認定されません 

9 月 15 日付 10 月 31 日まで 
春学期科目の成績のみ認定 
されます 

秋学期(2 期)分納入済 
9 月 16 日～3 月 30 日付 3 月下旬まで 

（詳細は窓口にお問い合わ

せください） 

春学期科目の成績のみ認定 
されます 

3 月 31 日付 すべての成績が認定されます 

 

（３）除籍 

下記の事項に 1 つでも該当した場合は除籍されます。 

①授業料その他（学費）を所定の期日までに納入しない者。 

②学則第 13 条の在学年限を超えた者。 

③学則第 36 条の休学期間を超えた者。 

④新入生で指定された期限までに履修登録をしない等、その他本大学において修学する意志がないと認

められる者。 

 

９．学費 
以下のとおりになりますが、詳細は、市ヶ谷共通項目を確認してください。 

（１）学費納入 

各学年とも学費は下記期限までに納入してください。なお、一旦納入した学費その他は一切返還しません。 

春学期入学者学費納入区分 学費振込依頼書送付時期 学費納入期限 

春学期（1 期） 4 月 4 月 30 日 

秋学期（2 期） 4 月 
（新入生のみ 6 月中旬～下旬） 

9 月 30 日 

 

（２）留級者（休学からの復学者を含む） 
進級できなかった学生の授業料、実験実習料および教育充実費については、該当学生の入学年度に定

められたものを適用します。ただし、諸会費については、当該年次の額として定められたものを納入してくだ

さい。 

 

（３）４年次留級者 
第 4 年次終了までに卒業所要単位を修得できなかった学生の授業料、実験実習料および教育充実費に

ついては、該当学生の入学年度に定められたものを適用します。 

 ただし、「4 年次 1 年間分の在学」および「4 年次分の学費を完納」の条件を満たしている場合、未修得単

位 24 単位以下の学生の授業料に限り、該当学生の入学年度に定められたものの半額とします。半額が適

用される場合、履修登録できる単位数の上限が制限される場合がありますのでご注意ください。 

諸会費については、当該年次の額として定められたものを納入してください。 

 

（４）学費の延納制度について 
経済的事由等のやむを得ない事情で、学則の納入期限までに学費の納入が困難な方を支援する制度

です。事前に申請することで学費納入期限を所定の期日まで延期できます。学費の延納を希望する場合は、

各期の延納受付期間内に「学費延納申請書」を提出してください。 

 

期 延納期限 延納申請受付期間   学則上の納入期限 

春学期 6 月 30 日 4 月 1 日～ 5 月末日まで 4 月 30 日 

秋学期 11 月 30 日 9 月 1 日～10 月末日まで 9 月 30 日 
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